
三重県災害等廃棄物処理応援協定書 

（目的） 

第１条 この協定は、災害等の発生時に三重県（以下「県」という。）、三重県内の市町

村、一部事務組合及び広域連合（以下「市町村等」という。）が、ごみ、し尿等一般廃

棄物の処理を円滑に実施するための応援活動について必要な事項を定める。 

（定義） 

第２条 この協定において「災害等」とは、災害対策基本法（昭和 36年法律第 223号）

第２条第１号に規定する災害（以下「災害」という。）並びに市町村等が設置する一

般廃棄物処理施設等の事故等又はその他応援を要すると認められる事故等をいう。 

２ この協定において「一般廃棄物」とは、廃棄物の処理及び清掃に関する法律（昭和

45年法律 137号）第２条第２項に規定する一般廃棄物をいう。 

３ この協定における「応援」とは、次に掲げる行為をいう。 

(1) 一般廃棄物の処理に必要な施設、機材、物資等の提供及び斡旋

(2) 一般廃棄物の処理に必要な職員の派遣及び処理業者の斡旋

(3) 前２号に定めるもののほか、一般廃棄物の処理に関し必要な事項

４ この協定において「応援要請市町村」とは、災害等により一般廃棄物の処理に支障

が生じ、他の市町村等に応援の要請を行う市町村等をいう。 

５ この協定において「応援市町村」とは、応援要請市町村からの応援要請を受託し、

応援を行う市町村等をいう。 

６ この協定において「ブロック」とは、別表に掲げる市町村等で構成する区域とする。 

（広域応援体制の組織） 

第３条 災害等の発生時に迅速かつ適切な一般廃棄物の処理を実施するため、県内を９

ブロックに分け、各ブロックに幹事市を置く。 

２ 災害等の状況から市町村等での一般廃棄物処理が困難で、他市町村等からの応援が

必要となった段階から、広域応援体制として三重県災害等廃棄物処理対策本部（以下

「本部」という。）を県庁に、三重県災害等廃棄物処理現地連絡本部（以下「現地連

絡本部」という。）を被災市町村等の属するブロックの幹事市を所管する県民局に設

置し、相互に協力する。 

  なお、災害等が局所的で本部及び現地連絡本部の設置が必要がないと判断される場

合には、本部及び現地連絡本部は設置しないものとする。 

３ 三重県地域防災計画で規定する三重県災害対策本部が設置されたときは、本部はそ

れに包括される。また、三重県地域防災計画で規定する地方災害対策部が設置された

ときは、現地連絡本部はそれに包括される。 

（本部） 



 

第４条 本部には本部長及び副本部長を置き、本部長は三重県環境森林部長を、副本部

長は環境森林部資源循環室長をもって充てる。 

２ 本部長は本部を統括し、副本部長はこれを補佐する。 

３ 本部の構成員は本部長が指名する者をもって構成する。 

 

（現地連絡本部） 

第５条 現地連絡本部長は、本部長が指名する。 

２ 現地連絡本部長は、現地連絡本部を統括する。 

３ 現地連絡本部は現地連絡本部長が指名する者をもって構成する。 

 

（応援要請） 

第６条 災害等により一般廃棄物の適切な処理が困難となった場合、応援要請市町村は

県へ応援の調整を要請し、県は応援要請市町村における災害等の発生状況や応援要請

内容を踏まえ、応援要請市町村の属するブロックの幹事市と調整し、ブロック内での

対応が可能な場合、ブロック内の市町村等へ応援を要請する。 

  なお、応援要請市町村が直接近隣の市町村等へ応援を要請することを妨げない。こ

の場合、その旨を県に報告するものとする。 

２ 応援要請市町村の属するブロック内の応援で適切な一般廃棄物の処理が困難な場

合には、県は他ブロックの幹事市と調整し、他ブロックの市町村等へ応援を要請する。 

３ 県内のブロック間の応援では適切な一般廃棄物の処理が困難な場合には、県は他県

へ応援を要請し調整を図る。 

４ 応援市町村は、自らの業務に支障がない限り応援を行うものとする。 

５ 直接一般廃棄物の処理を行わず、民間業者等への委託又は許可により処理を実施し

ている市町村等においては、応援要請市町村と民間業者間の斡旋等の仲介を行うこと

により、応援が円滑に実施できるようにするものとする。 

６ 応援要請は、次の条項をできるだけ明確にし、災害等において使用可能な伝達手段

により行い、県への応援調整要請を応援調整要請書（様式第１号）により、又、応援

市町村への応援要請を応援要請書（様式第２号）により速やかに行うものとする。 

 (1)  災害の発生日時、場所、災害の状況 

 (2)  必要とする業務の内容、施設及び処理量の見込み 

 (3)  必要とする人員、物資、車両、資機材等の品名及び数量 

 (4)  応援要請の場所及び期間 

 (5)  連絡責任者 

 (6)  その他必要な事項 

 

（経費の負担） 

第７条 応援に要する経費は、原則として応援要請市町村がこれを負担するものとし、

支払い方法等については応援要請市町村、応援市町村の双方で協議し、決定するもの

とする。 



 

２ 応援要請市町村が負担すべき経費のうち、応援市町村の処理に要する経費について

は、その内容を考慮し、市町村等及び県で協議のうえ取り決めるものとする。 

３ 応援市町村の職員が応援業務により負傷、疾病又は死亡した場合における公務災害

補償に要する経費は、応援市町村の負担とする。 

 

（他の協定との関係） 

第８条 この協定は、市町村等が災害対策基本法第 67 条の規定等により締結した他の

協定に基づく応援等を妨げるものではない。 

 

（民間業者への協力要請） 

第９条 県及び市町村等は、この協定に基づく応援を迅速に行うため、必要に応じて民

間の廃棄物処理業者等に協力を要請するものとする。 

 

（県の組織変更に伴う措置） 

第 10 条 県組織の変更が生じた場合、この協定書の第４条に規定する本部長は変更後

の組織の廃棄物を所管する部の長を、又、副本部長は変更後の組織で環境森林部資源

循環室長と同等の役職の職員を充てるものとする。 

 

（市町村等の組織変更に伴う措置） 

第 11 条 この協定を締結した市町村等が市町村合併等により新たな市町村等を構成す

る場合には、新たに構成する市町村等はこの協定を承継したものとする。 

 

（協議） 

第 12 条 この協定の実施に関し必要な事項又は定めのない事項については、県及び市

町村等がその都度協議して定めるものとする。 

 

（実施期日） 

第 13条 この協定は平成１６年１０月２９日から実施する。 

 

 この協定の締結を証するため、本書８０通を作成し、協定者が記名押印のうえ、各自

１通を保有する。 

 

 

  平成１６年１０月２９日 
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